
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えほん 

低学年 
  

 ちゃうちゃう ちゃうねん 

もりなつこ 作 はしもとえつよ 絵 

文研出版 

きょう、がっこうでな、おなじクラス

のあっくんがいうてん。「ぼくゆいちゃ

んのことすきかも」 わたしびっくりし

て、ひっくりかえったわ。 

あっくんは、ほいくえんのときから

おともだち。なかよしやけど、けんかも

する。なんでわたしのことすきなん？ 

かようびにきいてみた。「ぶたば

な、ブヒブヒがじょうずやから？」   

あっくんはわらった。「ちゃうちゃう、ち

ゃうねん」 

 

 

 雪
ゆき

のふしぎ 
いしがきわたる え ふるかわよしのり かんしゅう 

マイルスタッフ  

あなたは、雪をしっていますか？ 

いつ、みましたか？  

あたりいちめん、すなだらけのさ

ばく。ここでは、雪はふるのでしょう

か。はんたいに、あたりいちめん、雪

とこおりだらけのなんきょくでは、雪

はふるのでしょうか。 

しっているようでしらない、雪のふ

しぎが、たくさんしょうかいされていま

す。 

リパとみつばちの庭
にわ

 
福井さとこ 作・絵 

のら書店  

  

  

 

リパは、うでのいい庭
にわ

師
し

です。 

ある日、リパの道
どう

具
ぐ

箱
ばこ

に、みつばちの

むれがやってきて、そのまますみついて

しまいました。そのみつばちは、おじいさ

んとくらす男の子、ミロが育
そだ

てたはちでし

た。そこで、リパとミロはいっしょにみつ

ばちのお世
せ

話
わ

をはじめます。 

自
し

然
ぜん

とくらすたのしさをおしえてくれる

お話
はなし

です。 

図
と

書
しょ

館
かん

のぬいぐるみかします １ 

シンシア・ロード 作 田中奈津子 訳  

ステファニー・グラエギン 絵  

 ポプラ社 

  

 
アイビーは図書館ではたらいている

アンのにんぎょう。 

ある日、アイビーは本
ほん

のようにかりる

ことができる図書館のぬいぐるみ<ブッ

ク・フレンド（本のともだち）>になりまし

た。アイビーはアンといっしょにいたいの

で、だれにもかりられたくありません。 

そんな時
とき

、ひとりの女の子に出
で

会
あ

いま

す。 



 

  

中学年 

高学年以上 
  

 

ねこもおでかけ        

    朽木祥 作 高橋和枝 絵 

講談社 

 飼い犬のダンとおさんぽをしていた信ちゃん

は、公園ですてられていた子ねこをひろった。 

家へつれてかえると、動物が大すきなお母さん

はおおよろこび。それに対してお父さんは、あま

りさんせいしてくれない。 

 「トラノスケ」と名づけられたその子ねこは、犬

のダンがやきもちをやくくらい、家族にかわいが

られる。そして、信ちゃんは、時々トラノスケの

心の声がきこえるようになる。 

 やがて、大きくなったトラノスケは、家から庭

の外にまででていき、夜になると帰ってくるとい

う生活となる。 ところがある日、いつもは帰っ

てくるトラノスケが、家に帰ってこない。 

今日もピアノ・ピアーノ 

 有本綾 作 今日マチ子 絵 

Gakken 

小学 6年生の海
かい

斗
と

は放課後、駅前にある

塾
じゅく

に行く道でピアノの音を聴
き

いた。前の日に

お母さんにゲーム機を没
ぼっ

収
しゅう

されて、しずんで

いた気持ちにさわやかな音色が響
ひび

き、海斗は

塾へ行く足を止めてピアノを探す。すると、駅

の待合スペースに置かれた１台のピアノを弾
ひ

いているおじいさんがいた。曲が終わっておじ

いさんに声をかけてみると、「このピアノはだ

れが弾いてもいいみたいだよ。」と教えてもら

うが、塾が始まっている時間にきづき、その場

を後にする。おじいさんにはきっとまた会える

予感がして、海斗は胸
むね

がわくわくした。 

あたしデイズ 
 いとうみく 作 平澤朋子 絵 

新日本出版社 

二週間後にある一泊二日の移
い

動
どう

教室の班
はん

決
ぎ

め。もちろんあたしはガッコこと賀
か

茂
も

栄
えい

子
こ

とコマリ

こと小森まりと同じ班になるつもりだった。去年

同じクラスになってから、いつもいっしょの三人

グループのあたしたち。なのに、あたしは最後ま

で班が決まらず、同じくあぶれた石丸さんと白
しら

江
え

さん、クラスの三軍女子と班を組むことになっ

た。変
へん

人
じん

と陰
いん

キャのふたりと同じ班になるなんて

……ショックだ。なんでコマリとガッコは急にあた

しをムシするの？あたしなにかした？うらぎられ

た気持ちでいっぱい。楽しみにしていた移動教

室も行きたくない……。 

５年生のリイマは、ケニア人の父と日本人の

母を持つハーフだ。離
り

婚
こん

して父はケニアに帰っ

てしまったが、母がよくうちに遊びに来てくれる

シンちゃんと結
けっ

婚
こん

することになった。家族がふ

えるのはうれしいが、見た目が外国人のリイマ

は「ねえねえ、ナニジン？」と話しかけられるこ

とも多い。自分は日本人だという確信がゆらぐ

ことも多く、日本人の父ができることをうれしく

思うけれど、複
ふく

雑
ざつ

な思いでいた。 

そんなある日、リイマによそよそしいシンちゃ

んのおかあさんが、ケニアに行くことになり、リ

イマにいっしょに行かないかとさそってくれた。 

わたしに続く道 
山本悦子 作 佐藤真紀子 絵 

金の星社 

 


